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    平成 21 年 9 月 30 日 

全面産卵の新型ポット 

  

 

 

 

 

10 月開催共同シンポジウムを成功させ 

市民・農民連携の自然再生を推進 

今年も順調なｼﾅｲﾓﾂｺﾞ里親制度とｼﾅｲﾓﾂｺﾞ郷の米認証制度 

 だれでもできる技術を駆使したブラックバス駆除やシナイモツゴ里親制度、そして活動の長期継続と拡大を

めざすシナイモツゴ郷の米認証制度は、会員の積極的な参加により今年も順調に展開されています。これらの

成果を10月17日開催の共同シンポジウムで、長期継続可能な自然再生活動モデルとして提案予定です。 

 

シンポジウム 10 月 17 日東北大農学部で開催 
 ｢田園の魚をとりもどせ｣のテーマで10月17日（土）

仙台市の東北大学農学部で開催します。午前中の第一

部では自然再生活動の長期継続をめざし、「自然再生と

環境保全米」を語り合います。当会高橋副理事長の基

調講演に続いて、滋賀県の水田で琵琶湖のニゴロブナ

などを復元しながら環境保全米を生産している｢魚の

ゆりかご水田協議会｣をはじめとして県内３つの農民

団体が取り組み事例を紹介します。午後の第二部では、

民俗研究家結城登美雄先生の基調講演に続いて、全国

各地で保護活動を展開している市民団体の取り組みや

研究機関が開発した注目すべき新技術について紹介し

ます。詳細は３ページとシナイモツゴ郷の会 URL を

ご覧ください。 
だれでもできる技術の開発 

市民と農民が自然再生の担い手になることで、全国

津々浦々で自然再生を進めることが可能になります。

このために必要なだれでもできる簡単な技術の開発に

取り組んでいます。 

①産卵ポットの改良 

 さらに効率良くシナイモツゴの採卵を行うため、新

型産卵ポット（写

（写真）を考案作

作成しました。繁

繁殖池で試験した

たところ、100％
100％で産卵が見

見られました。さ

さらに、バケツな

などへコンパクトに収納し通気しながら容易に搬送で

きるので、ふ化までの日数が多少長くても高いふ化率

が得られるようになりました。 
②プランクトンの簡単培養 
 ペットボトルを使ってミジンコなどプランクトンを

家庭で手軽に培養する技術開発をミジンコ勉強会が進

めています。会員は毎月１回の勉強会で情報交換を行

いながら、自宅で培養試験を行っています。これまで

にタマミジンコとその餌料となる植物プランクトンの

長期培養に成功しました。これをふ化直後のシナイモ

ツゴ稚魚に与えることで小型水槽でも簡単にシナイモ

ツゴを繁殖させることができそうです。詳細は4ペー

ジをご覧ください。 

 ＴＥＬ／ＦＡＸ 0229-56-2150 

 ＭＡＩＬ shinaimotsugo284@ybb.ne.jp 

http://www.geocities.jp/shinaimotsugo284/ 

989-4102 宮城県大崎市鹿島台木間塚 

字小谷地 504-1 鹿島台公民館内 

NPO 法人 シナイモツゴ郷の会 
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シナイモツゴ郷の

米つくり手の会の

広報誌 

シナイモツゴ里親制度                

シナイモツゴを卵から育てる里親となった県内５つの

小学校が現在シナイモツゴを飼育中です。特に今年は

仙台市在住の当会インストラクターによる強力なサポ

ートもあって、仙台市の2校で好成績のようです。詳

細は8～9ページをご覧ください。 
シナイモツゴ郷の米認証制度 
平野の7割を占める田園の自然を守る主役は農民で

す。自然再生の大切さを共に学び理解しながら、消費

者が農民の自然再生を支援する体制を構築します。 
 昨年から生産販売を開始したシナイモツゴ郷の米、

人気の秘密はユニークなストーリー性とおいしさにあ

ります。昨年結成の生産販売組織「かしまだいシナイ

モツゴ郷の米つくり手の会」には今年になって生産者

４名が新たに参画しました。さらに、来年は池干しし

てブラックバスを退治したため池へシナイモツゴを放

流し、生産増大を計画しています。おいしくて安全な

シナイモツゴ郷の米を購入することで農業者の自然再

生活動を支援し、自然豊かな田園を取りもどしましょ

う。詳細は、URL「かしまだいシナイモツゴ郷の米つ

くり手の会」をご覧ください。 
品井沼ヒシの栽培試験 
 自然の貴重な恵みを実感するために、｢品井沼ひしを

育てる会｣と共同実施しています。在来種品井沼ヒシの

栽培試験を5年前から実施し、特産化を目指していま

す。最大の課題はジュンサイハクイムシの食害です。

今年はハクイムシに食べられた分を成長促進する作戦

に切り替えました。肥料を多めに与え、ヒシをモリモ

リ成長させるというもので、今年の天候も幸いしたの

か食害はあったもののこれまで最高の収穫量となりま

した。9月12日から収穫を開始したところ、多くの報

道機関から取材があり、育てる会のメンバーはてんて

こ舞いでした。品井沼ヒシを食べたい方は、URL「互

市どっと込む」をご覧ください。 
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毎月開催されるミジンコ勉強会 

ペットボトルで繁殖したタマミジンコ 

ミミミジジジンンンコココ勉勉勉強強強会会会ににに参参参加加加しししててて   
  丹野 充 

 

今年 4月シナイモツゴ郷の会の高橋さんよりペットボト

ルでミジンコの培養実験をやってみないかとの話があり

ました。ミジンコをペットボトルで培養できると

は？？？半信半疑！！！でも、とてもおもしろそうで簡

単そうです。ミジンコには関心があったので、早速、参

加させてもらいました。実は、私の飼育する数種類の淡

水魚の中で、メダカなどは沢山卵を産むのですが、孵化

後の生き残りが少なく、餌の確保に頭を悩ましていたの

です。 
 まず、緑の水、すなわちグリーンウォター（以下ＧＷ

とする）を作ることから始めることになりました。用意

された 60L のコンテナ衣装箱に手持ちの液肥（米糠、ミ

ール、鶏糞を水に溶かして発酵させたもの）と既に作り

置きのＧＷを適量投入し水で希釈しました。 
 いよいよ実験用のミジンコを採集しようと、4 月末に

なって越冬した水草の水槽から数種類を掬い上げ、同形

のミジンコ（ダフニア）を選んで、各々10 尾を 2 本の

4L ボトルに少量のＧＷを入れ、1 つのボトルには水温デ

ーターロガと水温計を入れて全量 3Ｌで始めました。 
 5 月に入っ

て、少量の液

肥を与えなが

らペットボト

ル内の水を見

ると、緑色だ

ったものが少

し透明になっ

てきました。

これはミジンコが盛んに増殖しつつあることを示してお

ります。そこでミジンコを顕微鏡で見ると消化管に緑模

様のスジが見え、GW を取り込んでいる様子が分かりま

した。ペットボトルは外から簡単に内部の変化を見るこ

とができて、便利ですし、同様にして GW を作ることも

できます。 
4～5 月には、ミジンコを投入して 10 日目で 60～120

倍くらい、2 週目で 120～180 倍となり、第１回目の新

ボトルへ移植を行い、これまでの 2 本を 4 本に増やして

培養再開です。 
6 月の梅雨に入り、水温は 20℃前後で経過して、やが

て夏至近くになると太陽高度も上がり、日陰にも日光が

当たるようになってきました。晴れた日は淡水魚の水槽

と同じように簾を掛け日覆をしました。ところが 3～4
時間外出した日に日覆いを掛け忘れたために、ボトル内

の水温が急上昇して、これまで順調に増えていたミジン

コは高温障害でほとんど死滅してしまいました。とても

悔やまれましたが、後の祭りです。 
 ミジンコの増殖を見ると、６月になって新ボトルに移

植後の３～4 日はそれほど増殖は進みませんが、それ以

降急速に増えてきました。高密度に増殖してボトル内の

緑色が薄くなってきたら、一部を魚に与えて、その分

GW を補給します。GW の換水量をあまり多くしないで

半分以下に留めると再び活発に増殖するようです。 
7 人の実験メンバーは、ミジンコ勉強会と称して 5 月

から毎月 1 回、鹿島台公民館に集まって情報交換してい

ます。実際やって見ると色々問題が起きて、その解決策

を種々話し合いました。会合を重ねるごとに、ミジンコ

を持ち寄って、顕微鏡でミジンコの種類を確かめながら、

実写したカメラ画像を見せてもらいました。時には、メ

ンバーから、ミジンコ餌料の提供や GW の作成法につい

て助言もあります。 
培養実験を始めて、短期間ながら多くの成果が得られ

ました。今年はミジンコとタマミジンコの培養にほぼ成

功しました。しかし、まだまだ未解決の課題が多く、こ

れを契機に郷の会

の皆さんと協力し

て、最良の目標が

達成されることを

望んでいます。こ

の度は実験に参加

された会員の皆様

の有意義な話を聞

きながら、大いに

勉強させていただ

きました。私にと

って未だ道半ばで

すが今後とも宜し

くご教授ください。 
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はじめに 

鹿島台では桜の見頃も終わり、これから里山では新

緑の美しい季節になりますが、毎年、春の恒例となっ

ています「移動研修会」が2009年4月25日に開催さ

れ、15名の方が参加されました。当日は新緑とは打っ

て変わって大雨注意報が出る生憎の荒天でしたが、今

回は里ではなく「海の生き物」をテーマにした研修会

でしたのでそれもヨシということで････。 
さて、今年度の研修会ですが宮城県牡鹿半島にある

２つの海生生物に関する研究施設を見学しました。ス

ケジュールは以下のとおりで順を追って説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮城県水産技術総合センター 種苗生産施設 

 
ここではアワビ、ヒラメ、クロソイなどの種苗生産

を行っており、アワビの稚貝、全長80cm程の大型ヒ

ラメ、孵化したばかりのクロソイ仔魚などを見学しま

した。特にアワビは成長の良い個体を継代繁殖させた

養殖専用種苗と天然アワビを親とする一般の放流用種

苗の２系統があります。養殖専用種苗は成長は良いが

自然界に放流しても動きが遅いなどで淘汰されること

や天然個体との交配を考慮して放流は禁止となってい

るそうです。 
写真を見て分かるとおり養殖物のアワビは殻が綺

麗な緑色をしています。この色は放流しても残ります

が、放流してから成長した分の外側の殻は通常の色に

なりますので天然物か放流物かの区別がつきます。 

女川原子力ＰＲセンター 

 
昼食までに時間が余ったため予定外ではあります

が、女川原子力ＰＲセンターを見学しました。なんと

参加者の中には女川原発を作ったという方もいらっし

ゃいました。 

Lunch Time 

 
昼食は女川にある「活魚ニューこのり」で天丼をい

ただきました。この店はアナゴ丼(¥1,500)が名物だそ

うですが、１日10食限定で予約は出来ないそうです。

鹿島台公民館出発(8時半) 

 
宮城県水産技術総合センター養殖生産部 

種苗生産施設 

 
女川原子力ＰＲセンター（予定外） 

 
「活魚ニューこのり」にて昼食 

 
東北大学大学院農学研究科附属 

複合生態フィールド教育研究センター 

（海生センター） 
 

「マリンパル女川」にてお土産購入 
 

鹿島台公民館着(17時) 

移動研修会 in牡鹿 参加報告 
久保田龍二 

アワビ養殖施設の見学 

集合写真 

昼食風景 
養殖アワビ 

天 丼 



 
 

 6

東北大学 海生センター 

 

海生センターでは池田准教授に施設や研究内容、スタ

ッフの紹介などをご説明していただきました。研究内容

としては水生生物の集団遺伝学に関することが主で、代

表例としてヤマトシジミのトレーサビリティー、ヒジキ

の分子生態学、カワリヌマエビ種群の国内侵入実態など

説明していただきました。 

また当会に関連しそうな話題として「東北地方のヌカ

エビ集団の遺伝子分布」のお話では、太平洋側と日本海

側のヌカエビでは遺伝子に違いが見られ、保全生態学的

には進化的に重要な保全単位（将来的に別種に進化する

可能性）であるそうで、いまのところ日本海側と太平洋

側での人為的な移動などは無いようです。普段何気なく

見ているヌカエビにもそのような違いがあるのだと感心

したとともに形態的な違いなどもあるのか調べてみたい

気がしました。 

 

講義の後は、海生センターの研究室、実験室、畜養施

設などを見学しました。 

遺伝子解析に用いる装置は数 100～数 1000 万円との

ことで市民団体や民間企業ではなかなか出来ないことだ

と思いました。また水槽には魚取沼(ゆとりぬま)で採集さ

れたテツギョやミステリー･クレイフィッシュが飼育さ

れていました。 

クレイフィッシュとはザリガニのことで、つまり「不

思議なザリガニ」という意味です。このザリガニは観賞

用などで流通しているそうですが、♀だけで殖えること

ができる（単為生殖）不思議なザリガニです。このこと

が明らかになったのは 2003 年にフンボルト大学の博士

が「ネイチャー(Nature)」誌等の科学雑誌で発表してか

ら知られるようになったそうです。見せていただいた個

体は日本のあるところで採集した個体だそうで、他の外

来種同様、自然界で増えないことを祈るばかりです。但

し、♀だけで増えるということは全てが同じ遺伝子を持

ったクローンというわけで実験動物としては価値が高い

ということだそうです。 

池田先生には品井沼基産のシナイモツゴについての

遺伝子学的な共同研究などを行いたい旨をお伝えしまし

た。今後、学術的な研究も併せてシナイモツゴの保護・

保全活動が出来ればより良いことと思います。 

マリンパル女川（お土産 Time） 

 
見学も終わり、帰途につく前にマリンパル女川にて新

鮮な魚介類や干物、クジラの刺身などをお土産に買って

帰りました。 
おわりに 

今回の研修会はこれまでのような、地域で活動されて

いる個人や団体ではなく、宮城県(官)や東北大(学)の各

研究施設を見学し、研究者の方から最新の研究内容をご

講義頂き、今までとはまた違った意味での有意義な研修

会ではなかったでしょうか。 
また、私たち NPO などの市民団体が地元宮城の官・

学などとの連携を今後よりいっそう深めていくという意

味でも成果があったものと感じます。 
 

池田実先生による講

実験水槽等の見学 

お土産物色 

魚取沼のテツギョ 
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水田の主役ドジョウ  

水田で魚とりを楽しむ子供たち  

ドドドジジジョョョウウウととと遊遊遊ぶぶぶ   
        長 谷 川  政 智  

 
去年（２００８年）のこと、近くのそば屋

の主人からどじょうを頂き、どじょう汁にし

て食べた。私が子供のころは、田んぼの中を

流れる用水路（幅２ｍ深さ２０ｃｍのコンク

リート化されていない土水路）でどじょうを

捕る人がいた。網を仕掛けておき、１０m く

らい下流から竹の先に缶からをつけ、それを

小刻みに動かし網まで追い込んでいく方法だ。

これだけで網の中は、ザリガニ、クチボソ、

タイリクバラタナゴ、メダカ、どじょうがい

っぱい捕れていた。その様な環境の中でどじ

ょう汁は、ごく普通に食べていた。しかし、

田んぼの圃場整備が始まり、用水路や畦がコ

ンクリートになってからは、どじょう捕りで

捕れていた生き物たちが姿を消した。必然的

にどじょう汁も食べなくなっていた。  
そんな時、偶然にもどじょうを頂きどじょ

う汁して食べたことがきっかけとなり、どじ

ょうを自分で捕って食べようと企てた。しか

し、今は昔と違ってコンクリート化されない

用水路や畦がほとんど無く、あっても生き物

が棲めないところがほとんどだ。幸いにも、

今住んでいるところは山の近くで、そこを流

れる小沢は、コンクリート化されてはいるも

のの下流では田んぼとの接点もあり、どじょ

うが小沢を上ってきていた。そこにドジョウ

どう（竹でできたどじょうをとる道具）を仕

掛けどじょうをとることにした。５月から開

始して、２日で１～２尾で、多い時で３～４

匹の収穫ながらも、塵も積もればのことわざ

のように２週間も続けると、どじょう汁で食

べられるようになった。どじょうを捕ってい

ると小学生の子供たちが興味を示し、一緒に

ドジョウどうを見に行くことが多くなった。

何故かというと、ドジョウどうではどじょう

の他に、イモリ、オニヤンマのヤゴ、アブラ

ハヤ、沼エビ、カワニナなどさまざまな生き

物が捕れるからだ。  
また、珍しい事にも遭遇した。それは、上

陸する蛍の幼虫を見つけたことだ。蛍は、幼

虫の時、川の中でカワニナを食べ成長し、そ

の後、岸に上陸し土中でサナギになり、そし

て夏に羽化する。夏にはここで蛍が見られる

のではと子供たちと楽しみにしていた。６月

下旬、予想通り蛍を見ることができた。それ

も、ヘイケ蛍とゲンジ蛍の２種類だ。この地

に住んで１０年、今までは、この季節に遠く

まで行って蛍を見に行っていたのが、この夏

には近場で見れ感激だった。ちょっとしたき

っかけから親はどじょう汁を味わい、子供た

ちは生物とふれあうことができた。この環境

を末永く大事にして行きたいものだ。
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底の餌を食べるシナイモツゴ 

シシシナナナイイイモモモツツツゴゴゴ里里里親親親活活活動動動ののの紹紹紹介介介                                             
二  宮  景  喜  
 

今年も、県内の各小学校がシナイモツゴの里親として

活動しております。 
昨年は天候その他の条件が整わずうまくいかなかっ

た学校もありましたが、無事冬越しをして成長したシナ

イモツゴ合計約５００尾を、5 月下旬に各校の子ども達

の手で回収しました。そのうち約３００尾は、６月５日

に、鹿島台小学校の子ども達が鹿島台広長地区のため池

に放流しています。 
 今年の新たな増殖活動は、小野小学校が校舎の耐震工

事のために池が使えず、４校での活動になりましたが、

現在各校とも順調に稚魚が育っているという報告をいた

だいております。特に昨年不調だった鶴谷小学校（仙台

市宮城野区）では、水草の間を稚魚が群れになって泳い

でいるのが見られるとのことです。 
 各校とも、成長

した魚を回収した

直後に、池の清掃

や餌となるミジン

コをわかせる土を

入れるなど準備作

業を行いましたが、

作業はなるべく子

ども達や先生方と

郷の会メンバーが

協同でやるようにしています。水をはり、池の準備が整

ったところで、タイミングを計って鹿島台の繁殖池から

発眼卵を運びます。その際、子ども達に卵をじっくり見

てもらってから、自分たちの手で池に入れてもらうよう

にしています。小さい卵の中でピクピク動く眼は子ども

達には大きな驚きのようで、まさに生命の神秘に感動し

ているようでした。 
 そのようなイベントの折、各校の子ども達の代表が挨

拶をしてくれます。2 つほど紹介したいと思います。 
仙台市立松陵小学校 １年 すがわら かいと君 
 「ぼくは、こうちょうせんせいのところで、いつもし

ないもつごをみています。 
 きょう、たまごをもらって、おおきくなるのがたのし

みです。だいじにそだてます。」 
大崎市立鹿島台小学校 ４年 佐藤 光君 
 「ぼくはシナイモツゴが天ねんきねん物で、その数が

少ないということを知っておどろきました。今、学級で

シナイモツゴをかっているので、えさやりやかんさつを

わすれないようにして、たまごをうませてみたいです。

そして、天ねんのシナイモツゴがこのちいきでたくさん

ふえるように、ぼくたちでできることを調べて、がんば

って育ててみたいです。」 
 
 作業やイベントだけでなく、時には教室にお邪魔して、

シナイモツゴについての授業をしていますが、東松島市

立小野小学校では、４年生全員が郷の会宛に手紙を書い

てくれました。子どもたちの反応を直接知ることができ、

私どもにとっても大変励みになりましたので、そのうち

から３つほど紹介させていただきます。 
 
●「先日はシナイモツゴの話をいろいろ聞かせて下さっ

てありがとうございました。 
 シナイモツゴをすくう時、一度に何ひきもとれたので、

びっくりしました。シナイモツゴが小さいのもびっくり

しました。ピチピチして元気そうでした。もっと元気に

育ってほしいです。 
 シナイモツゴの説明をしてくださった時、とても分か

りやすかったです。これからも、お体に気をつけて、い

ろいろな人にシナイモツゴを知ってもらえるようにがん

ばってください。」（菅原 衣通（いつ）さん） 
●「先日はシナイモツゴの育て方などを教えてくださっ

て、ありがとうございました。 
 シナイモツゴがおくびょうで、かくれがを水そうの中

に入れてあげたらいいなど、私の知らないことを教えて

もらい、シナイモツゴのことをいろいろ知りました。シ

ナイモツゴのことをいろいろ教えてくださってありがと

うございました。」（高橋 千尋さん） 
●「先日はシナイモツゴについていろいろお話しをきか

せてくれて、ありがとうございます。シナイモツゴのい

る沼には、ブラックバスがいないからあんぜんでいいと

おもいました。 
 これからもお体にきをつけて、シナイモツゴを守って

ください。」（鈴木 柊平君） 
 
秋口は、シナイモツゴも餌をたっぷり食べて成長して

いく時期です。里親としてシナイモツゴを育てることで、

自然を大切にする心が子ども達にもますます育っていく

ものと信じています。 
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絶滅危惧種シナイモツゴの学校での里親活動 

                                                     仙台市立松陵小学校   成 瀬   茂 

 

今から６年前に，私が仙台市立大倉小学校勤務を始めた

ころ，「シナイモツゴ，飼育してみないですか？」 

というお電話をいただきました。以前，仙台市岩切市民

センターに勤務していた時の三浦一雄元館長さんから

でした。三浦元館長さんとは，岩切市民センターで「ス

ズムシの飼育・繁殖」に取り組み，私もいまでも自宅で

スズムシを飼育しており，そんなご縁でお電話をいただ

いたようです。 

  ただ，「シナイモツゴ」について，私は何も知りませ

んでした。大倉小学校の自然環境がシナイモツゴの飼育

に適しているか否か，「シナイモツゴ郷の会」の方々に

現地を見ていただくことになりました。大倉の冬の寒さ

さえ凌げれば，飼育には最適との判断をいただき，早速

「特別調達の水槽」をお貸しいただきました。設置場所

は校舎の西端の庇のある場所にしました。第一に，職員

がいないときでも幼児や児童が転落したりしないよう，

安全面に配慮しました。次に，シナイモツゴにとって最

適な環境が確保できるようにしました。 

 シナイモツゴの卵からの飼育方法についてご指南い

ただいたとおり，孵化したばかりの幼魚のえさとなる

「生きた水中微生物」を繁殖させるため，近くから田圃

の土を持ってきて入れました。気温・水温が適当だった

ためか，目で確認できるぐらい水中微生物はすぐに繁殖

しました。プラスチック製鉢の内側にびっしりと産み付

けられたシナイモツゴの卵をいただき，順調に飼育がス

タートしたかに思えました。しかし，せっかく生まれた

シナイモツゴがどんどん減っていきました。あわてて理

科室の水槽にも分けて，２カ所で飼育を試みました。 

 失敗した原因ははっきりしていました。田圃の土を入

れたため水槽の水は茶色に濁り，透明度がほとんどあり

ません。私は，シナイモツゴのためにきれいな水のほう

がいいだろうと考え，水道水を注意深く加えながら何回

もオーバーフローしたり底の栓を外して水を抜いたり

して，水槽の水を透明に近づけました。シナイモツゴの

幼魚は観察しやすくなりましたが，数がどんどん減って

いきました。水がきれいになりすぎたため，餌になる水

中微生物が繁殖できなくなってしまつたのです。逆に，

理科室で飼育していたシナイモツゴは日当たりが適度

にあり，水槽の水はいつも濃い緑色をしていました。

時々与える餌に群がるようにして捕食する姿は見あき

ることがなく，ついつい観察の時間が長くなってしまい

ました。水槽はホテイアオイを浮かべ，底に洗い砂を敷

いただけでエアーポンプは使用していませんでしたが，

シナイモツゴは逞しく元気に成長していきました。 

 ３年前に仙台市立松陵小学校に転任したところ，校庭

に立派な観察用の池がありました。今度はこの池でシナ

イモツゴの里親としてきちんと飼育することとしまし

た。自然環境に近づけるために池の掃除から始めまし

た。水中微生物を繁殖させるため，市販のドライイース

ト菌を１袋投入しました。効果てき面ですぐに水中微生

物が繁殖しました。卵からかえったシナイモツゴの幼魚

は活発に微生物を捕食し，順調に成長していきました。

池に氷が張るぐらい寒かった冬を無事過ごしたシナイ

モツゴに，ご褒美として餌を与えると，日に日に大きく

逞しく成長しました。 

 いろいろな条件をうまく整えることができたようで、

次のシーズンには観察用の池に産卵したらしく，成魚に

交じって孵化したばかりの稚魚も捕獲できました。           

 「シナイモツゴの里親」としての活動を通して，少し

ずつ子供たちの関心も高くなり，卵の贈呈式後には「シ

ナイモツゴを見せてください。」「シナイモツゴに餌を

あげさせてください。」と頻繁に部屋訪問する児童の姿

が見られるようになっていました。生き物を飼育する活

動を通して，子供たちに「自然環境を大切にする心」「命

を大切にする心」 

が育つことを願っ 

て「里親」をつづ 

けております。 
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シシシナナナイイイモモモツツツゴゴゴＢＢＢＣＣＣＣＣＣ通通通信信信かかかららら（Ｎo148：5月 27日配信）

みなさま 

魚たちの繁殖最盛期を迎え、大忙しとなりました。 

水温も20℃を超え植物も繁茂し、今、水辺は1年で最も良い季節です。 

是非、お出かけください。 

イベント情報 

①第２回シナイモツゴ繁殖池見学会 
里親への提供用に採卵している繁殖池の見学会

を開催します。 

今年は新型の産卵ポットを試しています。 

発眼卵があれば水槽でふ化飼育する里親を希望

される方へ提供します。 

５月30日（日）午後2時00分 

宿泊施設「みちのく路」下の駐車場に集合 

 

②シナイモツゴ放流会 
  里親小学校が 1 年間育てていただいたシナイ

モツゴ稚魚を安全なため池へ放流します。 

6月 5日 10:30 鹿島台広長に集合 

参加者： 鹿島台小学校、シナイモツゴ郷の米作

り手の会、広長行政区他 

 
③伊豆沼バス・バスターズ 

毎週日曜日、９：００ 

伊豆沼サンクチュアリセンター集合 
鹿島台から乗り合い希望の方は高橋までご連絡

ください。 

 

④定例会・理事会 
6 月 20日（土）午後６時 

鹿島台公民館 

活動スケジュールや秋のシンポジウムなどを話

し合います。 

 

成果情報 

①シナイモツゴ稚魚の回収 

里親小学校の池から稚魚の回収作業が進んでい

ます。 

鹿島台小学校と小野小学校ですでに約400尾の稚

魚を収容、新たなふ化飼育のため清掃されました。 
 

②新型産卵ポット 
繁殖池で産卵ポットの改良型が活躍しています。 

従来のポットを半切にしたもので、5 月 16 日に

100％の産卵が確認されました。 

下面のみの産卵になりますが、これにより卵の

損傷が減少し、運搬作業も効率化します。 

 

 

③ミジンコのペットボトル培養 
コイ科魚類の人工繁殖に不可欠なミジンコ、ミ

ジンコの繁殖ができればふ化飼育は無理なくで

きます。そこで今年はペットボトルによる「だれ

でもできるミジンコ培養」技術開発と取り組んで

います。現在、9 名の会員が自宅で悪戦苦闘しな

がらも、ミジンコを毎日観察して楽しんでいます。

結果が楽しみです。 

 

シナイはアイヌ語で大きな川（沢）を意味します。小さな流れが大きな川になるように地道な活動を続けていきましょう。 

シナイモツゴBCC通信 

会員の情報共有を図るため、毎月２～３回メ

ール配信しています。配信を希望される方は

事務局へ FAX でお知らせください。 


